
コンクリート水路

応力機能目地

←カッター箱抜き部

←躯体目地部

応力機能目地工法（商標4858821 意匠1277504号）
ゴム弾性を活用したコンクリート水路目地の補修工法

工法の特徴
１. 目地材としてEPDM（エチレン・

プロピレン共重合ゴム）を使用して
いるため高耐久性です。

２. EPDMの高弾性と特殊エポキシ樹
脂の接着性により高止水性を発揮
します。

３. 既設躯体を取り壊すことなく漏水
対策ができ，工期短縮，コスト縮減
が図れます。

４. 目地材の劣化要因となる引張応力
が目地表面に発生しない構造です。

水田等

コンクリート水路

老朽化した目地

応力機能目地工法を適用

老朽化した目地から
漏水が発生！

漏水をストップ！
老朽化した目地からの漏水と応力機能目地工法

応力機能目地工法

“応力機能目地工法”は，既設水路躯体の
目地部を50mm幅で箱抜きし，新開発の目
地材を特殊エポキシ樹脂を塗布して差し込み，
躯体と一体化させて止水を図る工法です。

老朽化した水路目地の補修対策が求められ
る中，コンクリート製農業用開水路および水
路トンネルの目地部における効果的な漏水防
止対策として，農村工学研究所，ショーボン
ド建設（株），化成工業（株）が共同研究を
行い，開発しました。

応力機能目地の断面形状
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応力機能目地
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施工後１年３ヶ月の状況：

耐久性・止水性を維持
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引張応力が目地表面に発生しない構造により高耐久性

コンクリート水路では，外気温の変化によ
り躯体の伸縮が発生します。応力機能目地工
法は，新開発断面形状の目地材の優れたゴム
弾性の活用により，躯体の伸縮によって目地
材に変形が生じても，劣化要因となる引張応
力が目地表面に発生せず，高耐久性，高止水
性を発揮します。

施工手順

前工程

カッター・箱抜き

目地挿入

仕上げ

完 成

・施工箇所付近の清掃を行います。

・幅50mmの間隔でカッターを入れ，

深さ50mmの箱抜き状にはつります。

・目地材に特殊エポキシ樹脂を塗布し，

箱抜き部に挿入します。

・目地端部などの仕上げを行います。

１．前工程 ２．カッター

３．はつり ４．特殊エポキシ樹脂塗布

５．目地挿入 ６．仕上げ完了

施工前 施工後

※右の施工事例は，香川用

水土器川沿岸地区で実施

したものです。

劣化要因となる引張応力が

目地表面に発生しません

目地表面（流水側）

外気温の変化により

コンクリート水路に伸縮が発生

躯体の伸縮 躯体の伸縮

ＦＥＭ解析結果


